












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　蒋介石より吉田宛のメッセージが池田政権に伝えられた 3月 19日から、「吉田書簡」が送られた 5月 7日ま
での間に、外務省はどのように対応したか。関係史料の欠落によって当時の外務省内の具体的な検討の様子は




















































4 「台湾の経済的報復措置に関する一考察」経済局アジア課、1963年 8月 23日、E`0213。
5 矢次一夫「谷正綱氏に答える」『新国策』30巻 29号、1963年 10月 15日。
6  「中国大使館参事官とのビニロン・プラント問題等に関する非公式会談の件」1963年 9月 30日、中国課長、開示文書（写し）
04－ 606。
7 同上。
8 矢次一夫「日華問題・ベトナム問題を現地にみる」『新国策』30巻 33号、1963年 11月 25日号。
9 「大野特使の国府への派遣の件」大平外務大臣発在台木村大使宛の電報、1963年 10月 25日、A`0388。
10 「大野特使の国府への派遣の件」在台木村大使発本省宛の電報、1963年 10月 26日、A`0388。
11 張群『日華・風雲の七十年』サンケイ出版、1980年、195頁。
12 「陳誠副総統（行政院長）の大野特使一行に述べられた意見の大要」1963年 11月 1日、A`0388。
13 「船田・沈昌煥会談議事録（訳文）」1963年 10月 31日、A`0388。
14 「陳誠副総統（行政院長）の大野特使一行に述べられた意見の大要」1963年 11月 1日、A`0388。
15 「周鴻慶中共送還問題に関する件」木村から外務大臣宛、1963年 11月 4日、A`0367。
16 「大野副総裁訪華報告要旨」1963年 11月 1日、A`0388、A`0367。
17  「最近の中共人の亡命事件例」A`0367。冨田正典「周鴻慶事件の思い出」法務省入国管理局『出入国管理の回顧と展望』
1980年、322頁。
17  周鴻慶事件が終った直後の 1964年 6月に、中華民国船乗組員の日本経由中国大陸亡命事件が起きた。この件について国府
大使館は外務省と交渉した際に、「本件は政治的なケースでなく、極めて単純なものである」と繰り返し強調し、結局、事
件処置がうやむやに終わった。大平外務大臣訪台の直前に、国府側が日華和解の雰囲気を破壊させないようにした意図は
窺える。「中華民国船乗組員の中共帰還事件」中国課長、1964年 6月 30日、『大平外務大臣中華民国訪問関係』第 2巻、
A`1.5.1.8。
19 「中共人の亡命問題について」中国課、1963年 10月 7日、A`0366。
20 「亡命中共人に関する国府よりの申入れの件」中国課長、1963年 10月 8日、A`0367。
21 「周鴻慶事件についての中国大使館との応酬について」中国課、1963年 10月 29日、A`0366。





25  「周鴻慶事件に関する件」在台木村大使発外務省宛の電報 363号、1963年 10月 28日、「周鴻慶事件の件」在台木村大使発
外務省宛の電報 366号、368号、1963年 10月 29日、A`0367。
26 「周鴻慶事件に対する張中華民国代理大使申し入れの件」、1963年 10月 30日、A`0367。
27 「周鴻慶の取扱いについて」中国課、1963年 11月 5日、A`0366。
28 「周鴻慶事件の現状と対策案」中国課、1963年 12月 3日、A`0366。冨田正典「周鴻慶事件の思い出」法務省入国管理局『出
入国管理の回顧と展望』1980年、324頁。
29 「周鴻慶事件解決案─トロイカ方式─に対する各方面の反応」中国課長、1963年 11月 25日、A`0366。
30  （無題）中国課長、1963年 11月 28日、A`0366。内容は、中国課長は小田弁護士より入手した周鴻慶が報道機関に対し発表
すべく起草した声明書である。
31 （無題）欄外手書きで [周事件ファイル ]中国課、1963年 12月 2日、A`0367。
32 「陳建中の来日動静」中国課（警察庁外事課情報）、1964年 1月 10日、A`0367。
33 「周鴻慶事件について」中国課（沢登）、1963年 11月 27日、A`0367。
34 「周事件の取扱に関する件」在台木村大使発外務省宛、1963年 11月 18日、A`0367。
35 「張中華民国臨時代理大使の島次官来訪の件」中国課長、1963年 11月 19日、A`0367。
36 「周鴻慶事件に関する後宮アジア局長と陳建中会談録」中国課（沢登）、1963年 11月 19日、A`0367。
37 「周鴻慶に関する中国大使館陳武官及び李中国通訊社東京支局長との話合の件」中国課長、1963年 11月 25日、A`0367。
38 「陳建中との会談の件」後宮アジア局長、1963年 12月 2日、A`0366。
39 同上。
40 「周鴻慶事件の現状と対策案」中国課、1963年 12月 3日、A`0366。
41 「周事件の現状と対策」中国課、1963年 12月 10日、A`0366。
42 同上。
43 原富士男中国課長から木村四郎七在台北大使宛の手紙、1963年 12月 24日、A`0366。
44  「池田総理から蒋総統（又は行政院長）へのメッセージ（口頭伝達）」1963年 12月 25日、「海外出張について」外務省、
A`0366。
45 張群から矢次一夫宛ての手紙、1963年 11月 11日、A`0367。
46 「周事件に関する矢次氏の動きに関する件」大平外務大臣発在台木村大使宛の電報、1963年 11月 14日、A`0367。
47 「周事件の取扱いに関する件」在台木村大使発本省あての電報、1963年 11月 19日、A`0367。
48 「周事件の取扱いに関する件」在台木村大使発本省あての電報、1963年 11月 18日、A`0367。
49 「周鴻慶事件に関する矢次氏らの動きに関する件」大平外務大臣発在台木村大使宛の電報、1963年 11月 21日、A`0367。
50 「国府の対日問題処理方針等の件」在台木村大使発本省あての電報、1963年 11月 28日、A`0367。
51 「周鴻慶事件に関する件」在台木村大使発本省あての電報、1963年 12月 5日、A`0367。
52 「周鴻慶事件の現状と対策案」中国課、1963年 12月 3日、A`0366。
53 「日華協力委員会緊急会議について」中国課（沢登）、1964年 1月 10日、A`0366。
54 「声明書」日華協力委員会日本側委員、1964年 1月 10日、I`0102。
55 「足立正など四氏より谷正綱など三氏宛の書簡」1964年 1月 11日、I`0102。
56 同上。
57 「在華木村大使より矢次一夫宛の書簡」1964年 3月 9日、I`0102。
58 張群『日華・風雲の七十年』サンケイ出版、1980年、207頁。
59 同上、208頁。
60 「吉岡参事官の台湾事情に関する説明」中国課、1964年 2月 18日、A`0395。
61 張群『日華・風雲の七十年』サンケイ出版、1980年、153頁。
62  「吉田元総理の来台ならびにその反響に関する件」在台井口貞夫大使発藤山愛一郎外相宛の電報、1960年 1月 5日、
A`0359。
63 「在京中国大使の吉田総理（ママ）訪問に関する件」事務次官、1963年 9月 18日、E`0213。
64 「吉岡参事官の台湾事情に関する説明」中国課、1964年 2月 18日、A`0395。
65 「周鴻慶事件に関する件」大平外相発在台木村大使宛の電報、1964年 1月 8日、A`0367。
66 張群『日華・風雲の七十年』サンケイ出版、1980年、208頁。
67 同上、210頁。
68  「吉田元総理訪台に関する件」（第 12号）、在台木村大使発本省宛の電報、1964年 1月 9日、A`0395。　　張群『日華・風
雲の七十年』209頁。
69 「吉田元総理訪台に関する件」（第 13号）、在台木村大使発本省宛の電報、1964年 1月 9日。A`0395
70 「吉田元総理の島次官来訪の件」中国課長、1964年 1月 17日、A`0366。
71  「吉田元総理と蒋総統との会見を想定した会談要領案送付について」在台木村大使より後宮虎郎アジア局宛の手紙、1964年
1月 13日、A`0395。
72 「中華民国政府と話合うべき事項（発言要旨案）」アジア局長、1964年 1月 17日、A`0395。
73 「吉田元総理訪台の件」外務事務次官、1964年 2月 6日、A`0395。
74 「吉田元総理の島次官来訪の件」中国課長、1964年 1月 17日、A`0366。
75 「吉田元総理の訪台に関する件」在台木村大使発本省宛の電報、1964年 2月 4日、A`0395。
76 「吉田元総理訪台に関し、台北政府見解発表の件」在台木村大使発本省宛の電報、1964年 2月 8日、A`0395。
77  「昭和三十九年二月二十三日──二十七日　吉田元総理台湾訪問の際の会談録」（北沢前代議士記）、開示文書（写し）04－
633。












大使発本省宛の電報、1964年 12月 8日、開示文書（写し）04－ 605。
84 「大平大臣・沈部長会談」1964年 7月 4日、『大平外務大臣中華民国訪問関係』第 1巻、A`1.5.1.8。
85 「中華民国政府と話合うべき事項（発言要旨案）」アジア局長、1964年 1月 17日、A`0395。
86 張群『日華・風雲の七十年』212頁。
87 「政務次官訪台の件」大平大臣発在中華民国大使館宛の電報、1964年 3月 11日、A`0389。
88 「毛利次官、沈外交部長と会談」1964年 3月 6日、A`0389。
89 「訪台報告」外務政務次官毛利松平、1964年 3月 16日、A`0389。
90 「蒋総統との会談における総統の談話要旨」毛利、1964年 3月 16日、A`0389。
91 「毛利政務次官と国府要人との会談の件」在台木村大使発本省宛の電報（毛利政務次官より）、1964年 3月 14日、A`0389。




96 「日華合作委員会の件」在台木村大使発本省宛の電報、1964年 3月 11日、I`0102。
97 「日華協力委員会臨時総会延期に関する件」大平大臣発在台木村大使宛の電報、1964年 3月 11日、I`0102。
98  「日華経済協力委員会常任委員訪華について」在中華民国吉岡参事官発外務省アジア局後宮局長宛の公信、1964年 3月 30日、
I`0102。
99 木村四郎七宛吉田茂書簡、1964年 3月 15日、『吉田茂書簡』223頁。
100 井上正也『日中国交正常化の政治史』286~287頁。
101 「吉田元総理から張群秘書長あて書簡」1964年 5月 7日、A`0395。
102  「中共向けプラント輸出問題に関する経緯」1965年 2月 5日、欄外手書きで「中山説明　自民党外調」、開示文書（写し）
04－ 605。
103  「第一案」、「第二案」、A`0395。内容から見れば、その史料は外務省が 5月 7日付の吉田書簡への対応ぶりを検討したもの
であることは分かる。
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